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思われるもめは，福井暦とされている部分にみられ為角

礫凝次岩（厚さ4m前後）であるが，これはむしろ，柚
　　イワイシ
木暦の岩石二枚の上位附近にある厚さ約5m弱の角礫凝

亥岩、（江里凝次角礫岩）に対比すべきであろ5。したが

づて野島暦としているとごろは岩石二枚の上位，すなわ

ち柚木暦の上部から世知原暦にわたる暦準かと、思われ

る。かく考えると鷹島に露出する地暦中に構造線を考え

なけれぱならないが，鷹島の輪廓を観察すると丁字形を

なし，そのくびれにあたる神崎西方を，、あるいは断暦が

通過しているのではないかと考えられ，今後検討される

べきものと思われる。従つて現在北鷹島炭鉱において採

掘中の鷹島三尺暦は，松浦三尺に従来対比されている

が，さらに下位（柚木暦）のものではなかろ5か。

　10．佐々川断層活動の時期と野島層の堆積時期との

　　　関係についての一つの考え

　上治博士および春城技官の図幅3）では佐々川断層は幅

井炭鉱北方において，その落差が急減するよ5に考えら

れているが，野島暦下部附近に2つρ不整合の存在する

ことが到明したので，むしろ佐々川断暦は野島層堆積前

にその活動が大部分終了し・野阜暦堆積後もなお多少の

蓮動が続き，同暦に影響を与えているものと考えた方が

愛当ではないかと思われる。今後さらに三枚物の上位の

蛇の月擬友岩（本ケ浦凝荻岩）・含有異虫頁岩暦（前加勢

黒色頁岩）ならびに介化石暦（大屋層）を追跡し，蛇の

貝凝友岩の落差と含有孔虫頁岩暦の下盤の落差とを確め

る必要がある。

　11．　中尾地区に関する最近の贅料

　中尾1号試すいの結果は「鉱山地質」2）に発表したが・

その後同試すいの北方約250mの地点障，平田山炭鉱に

おいて試すい（中尾3号）を行い，深さ28．25mで三枚

物に着炭した（炭柱図は上位より20cm石炭，205cm頁

岩，15cm石炭，15cm頁岩，20cm石炭である）。それ

によつて中尾附近一帯に，きわめて浅所に三枚駒が存在

するごとが確認されたが，現在鉱区の関係，電力容量の

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤら不足，鉱害問題等の関係から，未開発のまま放置されて

いるのはきわめて遺憾である。これらの試すいおよび御

厨炭発1号・2号等によつて，中尾と御厨町との聞の玄

武岩下の広大な処女地においては，三枚物は尖減してい

るが，幅井一枚・砂盤およびそれ以下の炭麿は存在する

酊能性が強いことが明らかとなつたので，早急に上記両

地聞の適当な箇所に試すいをおろして，これらの炭暦を

確認すべきで姫と思われる。継上記の幅1号試す

い同』3号試すいは，平田山鉱業所の方方特に井上所長お

よび小松島測量員の盤力によるものが大であるのでここ

に深謝する。　　　（昭和27年2月～3月調査）
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　As　a　preliminary　investigation　of　the

paths　of　leakage　waters　from　the、inside　of

a　mine，the　inVestigation　of　the　paths　of

underground　water　at　limestone　area，Fu－

k亡shi血apref．wasperf・rmedwithradi・一

active　isbtQPe15P32．In　this　area　there　is　a

brook　on　the　hills至（1e　and　at　about　1．2km

（Straight　（iistance）　from　the　brook　，the

stream　at　I　Ir三mizu　is　see皿op　the　surface．
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　Between　two　points　water　is　hiddenunder－

　ground．　This　brook　and　stズeam　are　sup－

　posed　to　be　connected　with　each　other．To

　耳sertain　this，15P32w3s　used．

　　，・5P32（ab・ut5MC）wasthr・wnint卿e
　brook．　To　confirm’the　expected　results，

　sβ1t　（Nac1）　（3．7kg）and　Na2POヂ12H20

　（0・3kguミedascarrlert・・5P32）was換ls・
　t五rown　into　the　brook　about　the　s3me　time．

　　The　intensitie＄of　betaイay　of15P32in

　the　stream　water・at　Irimizu　were　measured．

　The　results　obtained　are　as　follows：

　　1．、The　pe雄of　the　intensity　curve　of
　　　　　　　　　　　　　ヌ　beta－ray　was　seen　about4hours　after15P32、

　was　thrown　lnto－the　brook．’

　　2．　The　peak　of　C12（iensity　curve　was

　・also　seen　about　the　same・time．

　　3．From　the　above　result＄we　see　that

　the　underground　water　was　comected　with

　each　other　and　that：the　tilne　re（luired　for

　the　water　to　pass　through　this　distance

　was　about4hours．

　　4．Some　laboratory　tests　conceming　to

　、5P32Werea1SOmade．

　　　　　　1．緒　　　言
　放射性同位元素（以下R．1．と記す）φ科学工学方面

への使用は最近ますます盛んになり，その応用方面も漸

次拡大され，それぞれの分野において多大の効果をあげ

つつあるdわが国においても，昨年R．1．の楡入が許可

一されて以来，種種の方面への利用が試みられ，幾多の有

用な結果が得られている1）。

　このR．1．を地質調査・鉱業方面に使用することにつ

いてはアメリカ等で行われ，油田方面・選鉱等における

利用が試みられているとのことであり，わが国において

も今後R。1．の入手が容易になると，探査方面へ有効に

使用できる場合が相当あることが期待される。その1つ

の試みとして今回15P32を実地に使用し，水路探査の可

能性についての研究を行つたo炭坑内の湧水等に；関蓮し

てシその通路を調べる必要が生じているが，最初からそ

れらの場合に応用することは，R．1．の多量を必要とす

ること，その場合の安全性の間題，，吸着・沈澱の間題

等R．1．の使用に経験のないわれわれには危惧の感があ

一
る ので，その予備的調査として，一応既知の水路で，し

．かも流水量も少なく，従つて使用R．Lの量も比較的、少

量で，調査可能と思われる編県田村郡の入水鐘乳洞附近

において，地下水路の蓮続に関する研究を行つた。

準備不十分のため，種種不完全な点が存在するが，一・

応その結果をことに報告する。

　な灘下河原撲官は実地研究の直前本研突に参加し，Cl

による水路試験を担当した。

　　　　　　2・15P32について　　．　　　　1

2・1R・Lは周知のよ5に相当危険なもので，，その取

扱には十分の注意が必要である2）3）。殊に調査に使用す

る場合，野外で用いることが大部分なので，あまり寿命

の長いものやガンマ線のように透過力の大きい放射線を

出すものは，安全性を考慮して一応除外し，取扱㌔》易い

ビ［ター線のみを出すもので，比較的短寿命（半減期

1443日）で，かつβ線としてはエネルギーが大きく，従

つ
．
て測定が埠較的容易であり，また一番普通に使用さ

れ，かつ安価なものとして15P32を選定した。

2・2今回使用しだ15P32は5mc（ミリキューキー）で

昭和26年4月25耳に受理したもので，詳細のデーター’

は下記の通りである。

　　　　　　　第1表
Material　、　　　　　　15P32（S－3）

Chemical　form　　　　　PO4、in　weak　HCl

Specific　activity　　　　　　O．025mglmc

　Analysis

　　　assayedat！8．00a。m．　　4－20－51

COnCentratiOn

Batch，Nα

PPTE　at　PH7

　　　Heavy　Mat6rials　loss　than

　　　Non　volati1㊧Materials

　　　　　　O．0292　N　acid

　　　Radioactive　Purity　　　　　　　　99．9％

　　　　　　3．測定器械、
測定に使用した器械は科学研雍所，平田壌氏の製作に

かかるもので，その回路図は次のよ5である、（第1図）。
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　　　　　　　第1図
計数管は実地試験の場合は日立製作所製溶液用計数管
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で，室内実験にお炉ては主として日立製β管を使用した。

　　　　　　4．予備実験
　4月18日15マ325mcの輸入許可があり，4月25日科
学研究所仁科研究室にて受理したので，26日より研究調

・査に先だつて2，3の予備実験を行つた。

　予備実駿としては，水による沈澱，土壌による吸蒼等

を調べて，どの程度まで薄めて現有測定器による測定1が

可能かについて実験を行つた。時日があまりないので，

1
十 分な実験はできなかつたが，要は5mcにて調査の結

果，一応の成果をおさや5るか否かを試験するのを目的

として行つたものである。

　まず原液を取扱の安全性，使用時ρ便宜等より0．3：N

塩酸にて11に稀釈した。以後とれを”使用液”と呼ぶ

とととする（稀釈には化学課貴志氏を煩わした）。

　この場合，』原液の濃度が8．02±10％mc／m1であるから，

原液の容積は0．623ccで，従つて稀釈度は約1，525倍で

ある。

　処理は写真用四切バット上に吸取紙を置き100ccのビ

ーカーを使用して行つた。

　参考のために，この処理に使用した器具の汚染（cote・

卑ination）をβ計数管（東芝製自然計数約571分）で測

定した。結果は次のよ5であつた（距離は10cm位）。

　吸取紙ゴム手袋等　　　　　　　91／分

　　ゴム栓（原液容器の）
　　2回洗つてある．　　●880／分

　100GCビーカー　（原液を11に5すめるに使用）1000／分

　原液室瓶　（15回程洗つてある）　　　　390／分

　4月27日に水に二よる沈澱および土’

壌による吸藩についての実験を行つ

たので次に記す。

　まず資料作製のため500c．c．のビ

ー勿一2個をとり・A，Bとする。・

A．水による沈澱検査：一使用液

を1／100に5すめたもの10c．c．に水

道水を加えて50C．c。とする（現地の

水と水道水≧のPの成分，PH等大

体類似しているので，水道水を使用

した）。すなわち，使用液を500倍に

うすめた。

B。土壌による吸着実験：一使用

液をワ100％に5すめたもの50c．c．

に蒸溜水50c．c．を加え，この中に土

壌（地質調査所蓮動場のもの）10gを

加える。．この場合使用液の稀釈度は

200倍であるo

　以上A，Bにより作製された液を一晩放置し，翌28日

に測定した結果，i次の値を得た。使用計数管は日立製β

管（自然計数約33）で測定距離約18cmである。

　　Aの資料約1c．c。　　計数（毎分）　　83

　　Bめ上澄液同量　　　　〃　　　　　　　妊　　　　　　．

　すなわち，Aの結果において，使用液が500倍に5す

まつた場合において，土壌等の吸着がない場合には資料

1C・C・にて測定i可能と認められる・

　B資料の結果によれぼ，使用液を200倍にうすめたも

のにおいては，R．1．は土壌中に吸着されて，その1℃．c．

は辛5じて測定しづる程度である。　・

　以上の実験は不十分なものであるが，その結果より，

実際の場合を考察すれぱ，使用液の200倍程度以下の稀

釈までは，一応測定可能と、思われる。

　さらに以上の土壌の実験は1つの輝端な場合であつ

て，実際の吸着：はさらに小であろ5し，な：お測定資料の

分量壇加溶液用計数管により（近日入手可能の予定）測

定時の立体角を増加する等により，R．1。の壌変を考慮

しても一・応測定可能と，惑われる。

　なお，現地における水量の塘加は100倍程度の見込み

である。

　　　　　5．　実地における研究

　5月2日，編島県田村郡入水鐘乳洞附近において笥P32

による水路試験を行つだ（調査地選定ついては地質部渡

辺和衛技官の助言によつた）。

　場所は田村郡下の入水鐘乳洞附近の石友岩地帯で，入

水は磐越東線菅谷駅東方約塾．5kmの距離にあり，本地点

，の湧水地点で測定を行つた。15P32を投入した地点は，こ

　　　　　　　　　　　第2図
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こから南東東約1．2km，高度200m余，丘陵を上つた附

近の沢である。この聞地下を流れる水の通路φ詳細は不

明である：が，両地の水が連絡していることはほぼ確めら

れているので，沢の水に15P32を流して，入水にお』、て

水の放射能を測定して，15P3琴の検出が可能かど5かを

調べた。

　なお，この際食塩も同時に投入してC1の検出による

探知を行フた（分析はMo加の方法による）・

　測定の模様をやや詳細に述べ為。

　5．1　投　　入

　投入個所は沢の水であるが，大体の見取図を第3図に

記す。投入の詳細は下に示す。

1沙鷺騰蹴繋欝纂撫
　　　　　　　ときA点に投入し，

未だ壇加せず

　　　30皿155C点（）1ノ

　　　〃　45s　C点C1’　　120mg／1

ここでIC1ノの塘加を認めたので，

　　　ヲm、ll｛蹴嵐麟入（使用液約軸

　　　〃　15s　C点C1／　　700mg／1、
　　　々　45s　C点C1／　1，100mg／l

　　　32m15s　C点Cy　1，000mg／1
　　　〃　　45s　C、点　　C1／　　　　800mg／1

　参考のために，B点の水底に投じた石友岩の放射能を

15h30m頃測定した結果によれぼ，水面に面した表・側で

は48／分，川底に面した裏側では39／分，標本を除いた

場合は，37／分の須直を示した・

さに固定せしめる装置kより，すなわち常に一定の條件

にて測定を行つた4）・測定値はそれぞれ1＠分間の値の

平均値をとり，毎分の計数とした。測寧緯を次表に示す。

　　　　　　　第2表　15P32の測定値

採 水 時 間 測定開始時聞

　　　　五　m　　　　　　　h　m
5月2日12　12　　　5月2日12　37
　　　13　　00　　　　　　　　　　　13　　05

　　　13　　30　　　　　　　　　　　13　　33

　　　14’00　　　　　　　　　　14　　05
　　　15　　00　　　　　　　　　　　15　　04

　　　15　　30　　　　　　　　　　　15　　52

　　　15　　50　　　　　　　　　　　16　　15

　　　16　　00　　　　　　　　　　　16　　28

　　　16　　10　　　　　　　　　　　16　　50

　　、1620　　　　1705
　　　・16　　／30　　　　　　　　　　　17　　18

　　　16　　40　　　　　　　　　　17　　30

　　　16　　50　　　　　　　、　　　17　　45

　　　17　　00　　　　　　　　　　　17　　58

　　　17　　10　　　　　　　　　　18　　09　，

　　　18　00　　　　　　　　9　18
　　　17　50　　　　　　9　30
　　　17，40　　　　942
　　　17　　30　　　　　　　　　　　10　．03

　　　17　20　　　　　　10，16
　　　17　　10　　　　　　　　　　　10　　28

　　　17　　00　　　　　　　　　　　10　　40

　　　、16　　50　　　　　　　　　　10　　52

　　　16　40　　　　　　　11　04
　　　16．　30　　　　　　　　　　　11　．15

　　　16　20　　　　　　　　11　28

測　定値
毎分の計数ヒ

第3表CIの分析結果

49。9
48．9
46．4
46．4
46．0

51，5
53．6
48．9
48．4
55．4

59．8
61．0
63．8
54．9
54．0

54．0
51．4
57、3
55．1
57．2

55．3
60．0
62．0
62．0
57．7

54．8

　　　　　　　　ぶ　鳥　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　飛　・　　　恥

　　　R、投入個所　　　　伊　4
盛

　　忽　　　9　　　　“　　　A
　　　ん　B〆野一へ§
　　　　　　一／5π
や
．
〆 ヲ卒、1弊
　　　1／2耽　・

毛ll処㌻歯
　　　　　　　　真
　　　　7　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　9

探　水時間

　　　　　　第3図　15P32投入現場見取図
』
5
。 2　測　　定

　入水において，500c，c．のビーカー中に400c．c．の水を

採集して，この水の放射能を日立製溶液用計数管を用い

て測定した。

P測定装置の大要は次のよう1である。すなわち計数管を

採集した川の水を入れたビーカーの中心部に，一定の深

　　　　h　m
5月2日15　30
　　　　　50　・
　　　16　00
　　　　　5
　　　　　10

　　　　　15
　　　　　20
　　　　　25
　　　　　30
　　　　　35

　　　　　40
　　　　　45
　　　　　50
　　　　　55
　　　17　00

　　　　　10
　　　　　20
　　　　　30
　　　　　40
　　　　　50

C1含有量mg／1・

3．8
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以上の結果を第4図に示した。

　これによれぼ）放射能強度曲線は未だ15P32を含む水

が到着しない蒔は，大体一定値47／分程度の値を示して

いるが，15h40m頃より壇大し始め，16h50m頃極大に達
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　し，その後減少を示している。とこに測定値のバラツキ

　はやや大であるが，これは使用した計算管が試作品のた

　め，温度効果等によるものではないかと思われるo

　　なお日没のため17h20m～18hoomに採集したオく分の測

　定iができなかつたので，i翌日16h20m～18hoomのものの

　測定を行つた。この場合においても極大は16h50m頃表1
　　　　　　も　，われているので，大体この頃投入点の水が測定地点に流

　れきたつたものと認められる。これに要した時聞は投入

　後4h13皿位である。CI1濃度の最大は16h42m頃で投入

　後約4h12mである。

　　すなわち当所の水は，投入点と測定点との聞は蓮絡し

　ており，約4hlomにて流れてきたことを示している。

＼　　以上2つの曲線において，15P32の曲線はCI1の曲線

　より減少は緩であり，ごれカ｛15P32による測娃…の1つの

　利点と思われる。この値が自然値に復するまでの時間は

　重要な間題であるが，採水容器（ビーカー）が不足した

　ために測定を中止した。今後こあ種の測定には充分多数

　の探水容器の準備の必要が認められる。

　　なお　Cy濃度は投入の際C点における最大値1100

　mg／1，測定点の最大濃度15．4mg／1にて約71，5：1の比

　となつている。すなわち，投入点の水が測定点において

　は約70倍となつている。なお地下水のCy綜3・5mg／1，

　PH7．6である。15P32につい宅は測定器が不足のため，

　投入点における値を測定できなかつたのは遺憾絶あつ

　た0
　　　　　　6．使用した15P32の壌変曲線

　　使用したR．1．が実際15P33であるかどうか，他の

　R。1．を含んでいないかどうか，を知為ために使用し癒

　　R．1．の壊変曲線を求めてみた。

　　資　料；使用液約5c．c．’を資料皿にとり，これを蒸発

　　乾固して，固形となし，これを資料として用いた（5月

　　1　　0日）。

，8002040悪

　測定法；日立製β線用ガイガー・ミユラー計数管（自

然計数約331分）を用い，前記の資料につき約20日聞

にわたつてその減衰を測定し，（測定時間20分，距離は

20cm）、5P32の壊変曲線と比較検討しだ。

　測定結果は第4表に示した。

　　第4．表　、以上の結果を・5P33ρ簸と一
　　　＝二　㎜一 　　致●しているかど5かを検討するた

月／日

5／14

5／15

5／17

5／18

5／21

5／23

5／24

5／25

5／26

5／28

5／29

．5／30

6／2

6／5

6／6

測定値管

6．56

6．10

6。02

5．76

4．55

4．16

4．11

3．68

3．78

3．52

3．74
3．24・

3．38

2．71

2．45

黄測定値は自然計数

　の倍数にて示した

室温が一定に保ち得ず，かつ常に変化していた悪い状態

にあつた。

　そのために

　1）計数管の温度効果をきたした。

　2）　高圧電線用乾電池が温度上昇によりある程度の電

圧上昇をきたした。

　3）　増巾器が変化を起したo

め，15P32の理論的壊変曲線とと

もに図示ずると第5図のよ5にな

る。

　図において測定値は，初めの聞

は15P32，の曲線に大体良く一致し

ているが，その後の値がやや大き

くなり，15♪32の曲線の上部に分

布していることが認められるo

　この傾向の原因を考察すると，

初めの頃は室内温度の昇降が観測・

中ほとんど認められず，23日まで

は200c～210cの闘にあり，ほぼ

一定の室内温度を保つていたが，

24日から23。cに上昇しはじめ，

25日力・らはさらに急激に，27。cに

上昇し，甚だしい時は（5月25日

・6月2日等）は30。cまでになり
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　　　第5図使用せる15P32の壊変曲線

　また別に

　4）実験室が全然R．Lを取扱5に不備のため汚染を

生じた。

　等の諸原因が一応考えられる。との中でβ）3）はほ、

とんど除外しても差支えないと、思われるので，一応1）

と4）が原因しているよ5に推定される。そして今のと

ころこれら2つの原因が相重つているのが，あるいは個

個にどちらかが影響しているのか，到然とつかむことは

できないが，これらが原因していることが考えられ，また

これらが原因しているものならぼ，この程度のずれが期

待できるので，測定値は大たいにおいて、5P32の曲線丑

にあるものといえるものと思われ，従つて使用したR．1．

は15P32であつたとい』・5るものと思われる。

　　　　　　　　7．結　　　　論　　　　　ハ

　放射性同位元素15P32を実地に使用してジ幅島県田村

郡の石友岩地帯において，地ド水路の探査を行つた。

　その結果約1．2k魚はなれた両地点の水が1地ドにお

いて連絡しており，約4時間余にして15P32の影響が表

われること・が認められた。

34　36　38　40　42　44、％’48　50
巧26’・6創β3　5　ワ　θ　”

　今回の研究はR．1．をこの種探査に用い5る1つの実

例であつて，本地械の水に対してC1はによつてもほぼ

同様な結果が得られた。

　しかし：R．1．を使用するに際しては，放射線の性質・

半減期・エネルギー・化学的性質等も考慮して1適当の

R．1．を選択することにより，他の方法の適用され得な

い場合における適用をも期待でき’るので，将来この種探

査の研究の必要性は十分と認められ．る。

　　　　　　　　　　　　　（昭和27年4月調査）
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